
令和６年度クリーニング師試験 

学科試験問題 
 

 

                   試験日 令和６年 11 月 13 日（水） 

                  科 目 衛生法規に関する知識 

                      公衆衛生に関する知識 

                        洗たく物の処理に関する知識 

 

 

  

 

 

１ 試験開始の指示があるまで問題用紙を開けてはいけません。 

   ２ 試験時間は60分です。試験開始後30分までは途中退室できません。 

   ３ 問題は全60問で、16ページまであります。印刷不明瞭や乱丁・落丁がある

場合には申し出てください。 

   ４ 受験番号・氏名を解答用紙に記入してください。 

  ５ 問題の内容に関する質問には一切お答えできません。 

   ６ 体調不良等の場合はその場で挙手し、係員の指示に従ってください。 

  ７ 不正行為およびそれに類する行為を発見した場合は、受験を中止し、退場

を命ずることがありますので御注意ください。 

 

合格発表について 

 

令和６年12月９日（月）午前９時に県庁前掲示板、各合同庁舎（大津合同庁舎

および木之本合同庁舎を除く。）の行政情報コーナー、各保健所および大津市保

健所の掲示版、滋賀県ホームページに合格者の受験番号を掲示・掲載します。ま

た、合格者には合格通知書を送付します。 

 

 

滋 賀 県 

注 意 事 項 
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衛生法規に関する知識 
 

[配点：１問５点×２０問＝１００点] 

 

 

問１～問３ 次の文章は、クリーニング業法第１条の目的に関する条文であ

る。文中の（  ）に当てはまる語句として正しいものを下の語群からそ

れぞれ１つ選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。  

           

「この法律は、クリーニング業に対して、公衆衛生等の見地から必要な

（ 問１ ）及び取締りを行い、もってその経営を（ 問２ ）に適合さ

せるとともに、利用者の（ 問３ ）を図ることを目的とする。」 

 

【語群】   

ア 健康の保持  イ 環境基準   ウ 支援 

エ 規制     オ 指導     カ 公共の福祉 

キ 利益の擁護  ク 衛生基準 

 

 

問４～問５ クリーニング業法第２条で規定する定義に関する次の記述につ

いて、正しいものには〇を、誤っているものには×を、解答用紙に記入し

なさい。                

  

問４ 「クリーニング業」とは、溶剤又は洗剤を使用して、衣類その他の 

   繊維製品又は皮革製品を原型のまま洗たくすることを営業とすること 

であり、洗張り（一旦洗たく物を解体して洗たくするような場合）は 

含まれない。 

 

問５ 「クリーニング師」とは、クリーニング業法第６条に規定する届出 

  を行った者をいう。 
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問６ クリーニング業法第３条に規定する営業者の衛生措置等に関する次の 

記述のうち、誤っているものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しな 

さい。                     

 

 １ 洗たく物の洗たくをするクリーニング所には、洗たく機及び脱水機を

それぞれ少なくとも１台備えなければならないが、脱水機の効用をも有す

る洗たく機を備える場合は、脱水機は備えなくてもよい。 
 ２ 営業者は、公衆衛生上支障がない場合は、クリーニング所以外におい 

て営業として洗濯物の処理を行うことができる。 

 ３ 洗たく物は、その用途に応じ区分して処理されなければならない。 

 

 

問７～問８ クリーニング業法に規定する利用者に対する説明義務等に関す

る次の記述について、正しいものには〇を、誤っているものには×を、解

答用紙に記入しなさい。    

 

問７ 無店舗取次店においては、苦情の申出先を記載した書面を配布する

必要はない。  

 

問８ 洗たく物の受取及び引渡しをしようとするときは、あらかじめ、利

用者に対し、洗たく物の処理方法等について説明するよう努めなけれ

ばならない。  

 

 

問９ クリーニング業法に規定するクリーニング師および業務従事者に関す

る次の記述について、正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入

しなさい。    

 

１ 営業者がクリーニング師である時は、営業者以外にクリーニング師を 

置かなければならない。 

２ クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、業務に従事した 

後１年以内に、都道府県知事が指定したクリーニング師の資質向上を図 

るための研修を受けなければならない。 

３ 営業者は、そのクリーニング所の業務に従事するすべての者に対し、 

都道府県知事が指定した当該業務に関する講習を、毎年受けさせなけれ 

ばならない。 
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問１０～問１１ クリーニング業法に規定する営業者の届出に関する次の記

述について、正しいものには〇を、誤っているものには×を、解答用紙に

記入しなさい。           

  

問１０ クリーニング所を開設しようとする者は、クリーニング所の位置、 

構造設備、従業者数等の必要な事項をあらかじめ都道府県知事に届け

出なければならない。 

 

問１１ 営業者は、クリーニング所の構造設備の一部に変更を生じたとき 

は、速やかに都道府県知事に届け出なければならない。 

 

 

問１２ クリーニング業の営業者の地位の承継に関する記述として、正しい

ものを１つ選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。   

 

 １ 営業者の地位を承継した者は、遅滞なく、その事実を証する書面を添 

えて、その旨を都道府県知事に届け出なければならない。 

 ２ 営業者が個人の場合には、相続による地位の承継はできず、営業者が 

変わる場合はいかなる場合でも新たに開設を届け出て検査確認を受けな 

ければならない。  

 ３ 営業者が法人の場合には、法人の合併があったときのみ、地位を承継 

することが認められ、事業譲渡や分割による承継は認められない。 

 

 

問１３ クリーニング業法施行規則に規定するクリーニング師の免許に関す

る次の記述について、誤っているものを１つ選び、その番号を解答用紙に

記入しなさい。       

 

１ クリーニング師の免許証を紛失したときは、その旨を書き、１月以内

に免許を与えた都道府県知事に再交付の申請をしなければならない。 

２ クリーニング師は、その本籍または氏名を変更したときは、10日以内

に、免許証の訂正の申請をしなければならない。 

３ クリーニング師免許証を返納した者が、再度クリーニング師の身分が

必要となった場合は、新たにクリーニング師試験を受験する必要がある。 
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問１４ クリーニング業法施行規則に規定する消毒を要する洗たく物として 

誤っているものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。 

ただし、洗たく物は伝染性の疾病にかかっている者が使用した物として引 

き渡されたものおよび伝染性の疾病にかかっている者に接した者が使用し 

た物で伝染性の疾病の病原体による汚染のおそれのあるものとして引き渡 

されたものではないとする。          

   

１ 公衆浴場で使用されたタオル  

２ 家庭で使用した布おむつ 

３ 旅館で使用された浴衣 

 

 

問１５～問１７ クリーニング業法に規定する立入検査に関する次の記述に 

ついて、正しいものには〇を、誤っているものには×をそれぞれ解答用紙 

に記入しなさい。          

 

問１５ 立入検査では、クリーニング所の検査はできるが、業務用の車両

については検査することはできない。 

問１６ 立入検査を行う権限を有している者を「経営指導員」という。 

問１７ 立入検査では、クリーニング所における衛生措置についてだけで

なく、クリーニング師の設置状況についても検査することができる。 

 

 

問１８ 次の記述のうち、都道府県知事がクリーニング師の免許を取り消す

ことができる場合として正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記

入しなさい。    

 

１ クリーニング所の立入検査を拒否したとき 

 ２ 業務に従事するクリーニング所の営業停止を命じられたとき 

 ３ クリーニング業に関し犯罪を犯して罰金以上の刑に処せられたとき 
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問１９～問２０ 次の文章は、クリーニング業法第９条の業務従事者の業務

停止に関する条文である。文中の（  ）に当てはまる語句として正しい

ものを下の語群からそれぞれ１つ選び、その記号を解答用紙に記入しなさ

い。                  

 

 「都道府県知事は、営業者又はその使用人で、洗濯物の処理又は受取及び

引き渡しの業務に従事するものが（ 問１９ ）の疾病にかかり、その就

業が公衆衛生上不適当と認めるときは、（ 問２０ ）その業務を停止す

ることができる。」 

 

【語群】   

ア 伝染性        イ 化膿性     ウ 熱性 

エ 完治するまでの間   オ 期間を定めて  カ １年を限度として  
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公衆衛生に関する知識 
 

[配点：１問５点×２０問＝１００点] 

 

問２１～問２３ 次の文章は、ＷＨＯ憲章における健康の定義に関する記述

である。文中の（  ）に当てはまる語句として正しいものを下の語群か

らそれぞれ１つ選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。 

                   

  健康とは、肉体的、精神的及び（ 問２１ ）的に完全によい状態にあ

ることであり、単に疾病又は（ 問２２ ）でないということではない。

及ぶ限り最高の健康水準を享受することは、人種、（ 問２３ ）、政治的

信条、経済状態のいかんを問わず、すべての人間の基本的権利である。 

 

【語群】   

ア 社会    イ 経済    ウ 家庭   エ 文化 

オ 宗教    カ 虚弱    キ 貧困   ク 性別 

 

 

問２４ 次の文章は、ウインスロー（アメリカ合衆国の公衆衛生学者）によ

る公衆衛生の定義に関する記述である。文中の（  ）に当てはまる語句

の組み合わせとして正しいものを１つ選び、その記号を解答用紙に記入し

なさい。                       

 

 公衆衛生とは、環境衛生の改善、伝染病の予防、（ ア ）の原則につい

ての個人の教育、疾病の（ イ ）と治療のための医療と看護サービスの

組織化、および地域社会のすべての人に、健康保持のための適切な生活水

準を保障する社会制度の発展のために、（ ウ ）な努力を通じて、疾病を

予防し、寿命を延長し、肉体的、精神的健康の能率の増進をはかる科学で

あり、技術である。    

 

    （ア）    （イ）     （ウ） 

１  個人衛生   早期診断   共同社会の組織的 

２  集団衛生   未然防止   地域社会の持続的 

３  広域衛生   早期診断   公的機関の限定的 

４  個人衛生   未然防止   共同社会の組織的 

５  広域衛生   早期診断   地域社会の持続的 
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問２５ 次の事項のうち、地域保健法第６条に規定する保健所が行う業務と

して正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。   

                                

１ 出生届及び死亡届に関する業務 

２ 衛生上の試験及び検査に関する業務 

３ 労働安全及び労働衛生に関する業務 

 

 

問２６～問２８ 厚生労働省が定めた「クリーニング所における衛生管理要

領」に規定する指定洗たく物の一般的な消毒方法の内容として、正しいも

のには〇を、誤っているものには×をそれぞれ解答用紙に記入しなさい。 

 

問２６ 蒸気による消毒は、１００℃以上の蒸気に５分間以上触れさせる

こと。 

問２７ 熱湯による消毒は、８０℃以上の熱湯に１０分間以上浸すこと。 

問２８ 塩素剤による消毒は、さらし粉、次亜塩素酸ナトリウム等を使用

し、その遊離塩素２５０ｐｐｍ以上の水溶液中に３０℃以上で５分

間以上浸すこと。 

 

 

問２９ 厚生労働省が定めた「クリーニング所における衛生管理要領」に関

する次の記述について、正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記

入しなさい。                        

 

１ 施設内は、採光・照明を十分にすること。特に、受渡し場、しみ抜き

場及び仕上場の作業面の照度は、２００Ｌｕｘ以上であることが望まし

い。 

２ 照明器具は、少なくとも１年に２回以上清掃するとともに、常に適正

な照度維持に努めること。 

３ 結核や感染性の皮膚疾患にかかった従業者を従事させる場合は、保健

所に届け出をしなければならない。 
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問３０ セレウス菌に関する次の記述について、正しいものを１つ選び、そ

の番号を解答用紙に記入しなさい。           

 

 １ この細菌は、食中毒の原因となることはない。 

 ２ セレウス菌が形成する芽胞は熱やアルコールには抵抗性がない。 

 ３ クリーニング施設が関わる感染症として、病院リネンを介したセレウ 

ス菌の集団感染事例がある。 

 

 

問３１～問３３ 次の文章は、ノロウイルスに係る吐ぶつがリネン類に付着

した場合の処理についての記述である。（  ）内に入る適切な語句を下の

語群から選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。 

 

  付着した汚物中のウイルスが飛び散らないようにペーパータオルなどで 

 できるだけ吐ぶつを取り除き、洗剤を入れた水の中で（ 問３１ ）する。 

下洗いしたリネン類の消毒は（ 問３２ ）℃で１分間以上の熱水洗たく 

が適している。ただし、熱水洗たくができない場合は、（ 問３３ ）の消 

毒が有効である。   

 

【語群】   

ア エタノール   イ たたき洗い       ウ ８５ 

エ もみ洗い    オ 次亜塩素酸ナトリウム  カ ８０ 

 

 

問３４ 次の感染症と病原体の組み合わせのうち、正しいものを１つ選び、

その番号を解答用紙に記入しなさい。               

  

   感染症        病原体 

 １ レジオネラ症 －   細菌 

 ２ 麻しん    －   原虫 

 ３ マラリア   －   ウイルス 
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問３５ 公害病である「水俣病」について、その主な原因物質として正しい 

ものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。      

 

 １ カドミウム 

 ２ 亜硫酸ガス 

 ３ 有機水銀 

 

 

問３６ クリーニング所におけるテトラクロロエチレンの規制に関する次の

記述について、正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさ

い。                    

 

 １ 水質汚濁防止法では、テトラクロロエチレンによるドライクリーニン

グ機については、処理能力が1回当たり３０ｋｇ以上の施設に指定物質抑

制基準が設定されている。 

 ２ テトラクロロエチレンは水質汚濁防止法が指定する有害物質として 

  排水基準が定められており、その濃度は０．１ｍｇ/Ｌ以下と定められて

いる。 

 ３ ドライクリーニングに使用する石油系溶剤はＶＯＣ（揮発性有機化合

物）に該当するが、テトラクロロエチレンはＶＯＣに該当しない。 

 

 

問３７ 標準営業約款制度に関する次の記述について、誤っているものを１

つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。  

 

１ 標準営業約款に従って営業を行おうとする者は、都道府県生活衛生営

業指導センターに申し出て登録を受ける。 

２ 標準営業約款とは、厚生労働大臣が、営業方法や取引条件に関し定め

た約款である。 

３ 標準営業約款登録店である旨を表示するＳマークは、Ｓｔａｎｄａｒ-

ｄ（安心）、Ｓａｎｉｔａｔｉｏｎ（清潔）、Ｓａｆｅｔｙ（安全）の頭文

字をとったものである。 

 

 

 

 

 



12 
 

問３８ ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）   

 に関する次の記述について、正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙

に記入しなさい。  

 

 １ 世界が２０５０年までに達成すべき１７の目標とその目標をより明確

にした１６９のターゲットから構成されている。 

 ２ 先進国のみで解決していく目標であり、途上国は対象ではない。 

 ３ ハンガーや包装用ビニールなどのプラスチック素材を用いた資材のリ

サイクルやごみの削減などの活動は、ＳＤＧｓと深く関係している。 

 

 

問３９ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律に規定する廃棄物の処理に関す

る次の記述について、誤っているものを１つ選び、その番号を解答用紙

に記入しなさい。   

 

 １ 産業廃棄物の処理を収集運搬業者に委託する場合、引き渡しの際に、

マニフェスト（産業廃棄物管理票）を交付しなければならない。 

 ２ クリーニング所から排出される産業廃棄物を委託処理する場合の排出

事業者の責任は、引渡しまでであり、最終処分が終了するまでの責任は

もたなくてよい。 

 ３ 特別管理産業廃棄物が発生するクリーニング所には、そのクリーニン

グ所ごとに特別管理産業廃棄物管理責任者を置かなければならない。 

 

 

問４０ 次の文章は、３Ｒ（スリーアール）と呼ばれる環境問題への取組に

関する記述である。文中の（  ）に当てはまる語句として正しいものを

下の語群から１つ選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。   

 

 クリーニング業において、マイバッグ利用によるレジ袋の削減を推進する

ことは、（ 問４０ ）の取組に該当する。  

 

【語群】   

ア リユース  イ リサイクル  ウ リデュース 
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洗たく物の処理に関する知識 
 

[配点：１問５点×２０問＝１００点] 

 

 

問４１～問４３ シミ・汚れに関する次の記述について、正しいものには〇

を、誤っているものには×をそれぞれ解答用紙に記入しなさい。   

  

問４１ 泥、尿、アルコールは水溶性の汚れである。 

問４２ 不溶性のシミに使用するシミ抜き剤は、モノクロロベンゼン、シ

ンナー、アセトンなどである。  

問４３ シミ抜きは、まず油性処理、次に水溶性処理、酵素処理、漂白処

理の順に処理するのが基本である。 

 

 

問４４ ランドリー工程に関する次の記述について、正しいものを１つ選び、

解答用紙に記入しなさい。     

 

１ 予洗の水量は、本洗いより多めで、温度は４０℃以下にする。また、

汚れの状況によって、予洗は必要ない場合がある。 

２ 染色物の漂白で使用する漂白剤には、過炭酸ナトリウムや次亜塩素酸

ナトリウムがある。 

３ すすぎは、溶解、懸濁（けんだく）、分散している汚れや繊維くず、 

石けんカスなどを洗い流すもので、初回のすすぎ温度は洗たく温度より 

１０℃以上下げる。  

 

 

問４５ 毛皮のクリーニングに関する次の記述のうち、誤っているものを１

つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。     

 

１ 毛皮のクリーニングには、パウダークリーニングが適している。 

２ 毛皮は熱に弱いので、仕上げは裏地にのみアイロンをかけ、表はブラ

ッシングあるいはグレイジングマシンで毛並みを整える。 

３ 毛皮の保管は、保管温度１０～１５℃、湿度５５～６０％が最適であ

る。 
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問４６ 皮革のクリーニングに関する次の記述のうち、正しいものを１つ選

び、その番号を解答用紙に記入しなさい。   

 

１ 皮革製品は、染色堅ろう度が弱く、熱にも弱い性質を持つ。 

２ サンドブラストは、スエードの前処理には適さない。 

３ 仕上げは人体プレス機を使うが、８０～９０℃で蒸気量を多めにして

短時間処理をする。 

 

 

問４７ 和服のクリーニングに関する次の記述について、誤っているものを 

１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。    

 

１ 絹和服の洗浄は、石油系溶剤によるブラシ洗いに重点が置かれ、ワッ

シャーによる処理はすすぎを行う程度にとどめる。 

２ 和服の生
いき

洗いとは、汚れの部分をブラッシングしたのち、石油系溶剤

で、着物全体を浸漬して洗う方法で、洗いの時間はできるだけ短時間と

し、40℃以下の低温乾燥を行う。  

３ 洗い張りは、着物をほどき、反物状にして水洗いをした後、「湯のし」

をして、仕立直しをする方法である。 

 

 

問４８～問５０ ドライクリーニング溶剤に関する次の記述について、正し

いものには〇を、誤っているものには×をそれぞれ解答用紙に記入しなさ

い。 

 

問４８ 石油系溶剤は、テトラクロロエチレンに比べて比重が軽いので、

ソフト洗いに適している。 

問４９ テトラクロロエチレンは、石油系溶剤に比べて引火点が低いため、

引火、爆発の危険性が高い。 

問５０ テトラクロロエチレンは、石油系溶剤に比べて水の溶解度が高い

ため、水溶性の汚れの洗浄に効果的である。 
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問５１ 漂白剤に関する次の記述について、正しいものを１つ選び、その番 

号を解答用紙に記入しなさい。  

 

 １ 過炭酸ナトリウムの標準使用量は、１Ⅼあたり０．５～１ｇで、温度

は高く、時間が長いほど漂白効果が出る。 

 ２ 過炭酸ナトリウムは、３０℃以下で効果を発揮し、速やかに分解する

ので生地を傷めることが少ない。 

３ 次亜塩素酸ナトリウムは、高温で漂白効果がある。半面、低温では急

激な分解が起こり、生地を損傷する。 

 

 

問５２～問５４ 次の文章は繊維の特徴について記述したものである。最も

適当なものを下の語群から選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。    

                

問５２ 天然繊維では唯一の長繊維であり、発色が鮮やかで、しなやかさ

と吸湿性に優れる。紫外線により黄変が進行する。 
問５３ 原料のコットンリンターを、銅アンモニア溶液で溶かしてから紡

糸して作られた繊維である。 

問５４ 細く柔らかい下毛とそれを保護している粗い毛がある。獣毛繊維

の中では特にドライクリーニングで再汚染、縮充収縮、風合い変化

が生じやすい。 

【語群】 

ア キュプラ    イ 麻      ウ 綿 

エ アルパカ    オ 絹      カ ビキューナ 

キ キャメル    ク レーヨン   ケ アンゴラ 

 

 

問５５ 芯地に関する次の記述について、正しいものを１つ選び、その番号

を解答用紙に記入しなさい。                

 

１ 芯地は接着の有無により非接着芯地と接着芯地に分類され、非接着芯

地をフラシ芯地ともいう。 

２ 織物芯地は、衣服用の芯地の大部分を占める。伸縮性が乏しくドレー

プ性に欠ける。 

３ 縫製工程で表地に一時的に接着する仮接着芯地は、接着剤にポリ塩化

ビニル系、ポリアミド系、ポリエステル系樹脂が使用される。 
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問５６ ボタンに関する次の記述について、誤っているものを１つ選び、そ 

の番号を解答用紙に記入しなさい。     

 

１ ユリアボタンは、紳士用ジャケットやスーツなどに用いられ、ドライ

クリーニング、水洗いが可能であるが、塩素系漂白剤の使用は不可であ

る。 

２ アクリルボタンは、ワンピースやブラウスなど広範囲に使われ、衝撃

に強く、耐熱性が高い。  

３ ナイロンボタンは耐薬品性、耐溶解性ともに高く、強度があり割れに

くく耐摩耗性がある。 

 

  

問５７～問６０ 繊維製品の取扱い表示（JIS L0001:2014）とその意味に関

する次の説明について、正しいものには○を、誤っているものには×をそ

れぞれ解答用紙に記入しなさい。 

 

問

57 

 

酵素系漂白剤による漂白処理ができるが、塩素

系漂白剤による漂白処理はできない。 

問

58 

 

液温は、４０℃を限度とし、手洗いによる洗た

く処理ができる。 

問

59 

 

日陰でのぬれつり干し乾燥がよい。 

問

60 

 

ドライクリーニング処理ができない。 



 

 

 

 


